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数
年
前
か
ら
篠
尾
か
ら
大
小
森
（
お
こ
も
り
）
集
落
跡
を
経
て
五
大
尊
岳
（
南

峰
）
へ
の
ル
ー
ト
を
確
認
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
出
向
く
機
会

が
な
か
っ
た
。
今
回
、
当
初
は
持
経
宿
に
前
泊
し
、
前
鬼
ま
で
の
点
検
・
整
備

に
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
日
曜
日
の
天
気
予
報
が
良
く
な
い
こ
と
か
ら
中

止
と
な
っ
た
。 

 

午
前
中
は
天
気
も
良
い
の
で
下
調
べ
し
て
あ
っ
た
大
小
森
へ
の
入
り
口
へ

車
を
止
め
て
出
発
し
た
。
廃
村
巡
り
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
大
小
森
へ
入
る
者

も
い
る
よ
う
だ
が
、
道
は
結
構
荒
れ
て
い
る
。 

 

大
小
森
を
開
拓
し
た
兵
庫
氏
永
・
勝
正
・
正
信
の
お
墓
の
前
か
ら
山
手
へ
の

道
に
入
っ
た
。
こ
の
春
に
間
伐
し
た
ら
し
く
、
枝
打
ち
さ
れ
た
檜
の
葉
は
青
々

と
し
て
い
た
。
囲
い
が
崩
れ
た
石
仏
の
あ
る
分
岐
で
右
の
金
剛
多
和
へ
の
道
に

入
り
、
緩
や
か
な
登
り
道
を
歩
き
、
五
大
尊
岳
（
南
峰
）
へ
の
分
岐
で
尾
根
に

入
る
。
こ
こ
か
ら
は
約
３
７
０
ｍ
余
り
の
直
登
と
な
る
。
標
高
６
５
０
ｍ
付
近

は
岩
場
も
あ
り
急
登
が
続
く
。
尾
根
の
合
わ
さ
る
箇
所
に
は
赤
と
白
の
テ
ー
プ

が
あ
り
、
枝
尾
根
を
除
く
と
赤
テ
ー
プ
が
打
た
れ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
上
地
か

ら
の
尾
根
ル
ー
ト
が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
帯
を
過
ぎ
る
と
、

五
大
尊
岳
（
南
峰
）
へ
、
篠
尾
か
ら
約
２
時
間
１
０
分
で
着
い
た
。 

 

復
路
で
は
、
少
し
先
の
山
手
よ
り
の
分
岐
ま
で
下
り
大
小
森
へ
戻
る
。
こ
ん

に
ゃ
く
芋
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
結
構
な
広
さ
で
廃
家
も
数
軒
残
っ

て
い
た
。
往
路
で
は
集
落
手
前
で
沢
沿
い
の
ガ
レ
場
を
歩
い
た
が
、
集
落
跡
か

ら
は
地
形
図
に
記
載
の
ル
ー
ト
で
下
り
、
篠
尾
に
は
お
昼
前
に
着
い
た
。 
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大小森集落跡 

五大尊岳（南峰）付近の地形図 


